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 図7人力文と正解文の比較手順
 筆者は自国で学んだ外国語(日本語)と実際に留学先で使われている話しことばのギャップに非
 常に戸惑った経験をもつ。その原因として、自国で外国語を学習する際はネイティブスピーカーの
 使う自然な話しことばに触れる機会が限られていること、教室で現代の若者が使うような自然な話
 しことばの教育があまり行われていないこと等が考えられる。このような経験から、r教室内と実
 際の社会との橋渡し」という意味をこめて、教科書等では扱われることが少ないr普通体」の学習
 に重点をおいた。
 よって、第6章では、主に海外の大学で学ぶ中級以上の日本語学習者を対象にした、話しことば
 学習のためのマルチメディア・ウェブ教材の開発とこれに対する学習者と教師の評価について報告
 し、考察を進める。
 6.1教材の構成
 本教材は、実在する日本人大学生の一日をビデオクリップで紹介する形をとり、彼にちなんで、
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マ 教材名をrたけしの日記」と名付けている。教材は、(1)Movie:7つのビデオクリップとその会
 話を理解するための教材と(2)practice:会話の理解から発話に発展させるための練習、の二部とな
 っている。図8に教材の構成と学習の手順を示す。まず学習者は7つのMovieとそれに関連した
 Q&A、単語と表現、スクリプトで会話を理解する。その後、PracticeではMovieに使われている
 男・女ことば、先生・友達と話す、会話の流れに関する知識を深め、理解から発話に発展するため
 の練習を行う。最終的には教材にMovieとPracticeの学習項目のまとめに入り、教材を通じて学
 習した項目を再度が確認する。
MOVIF
 寝坊した朝、母に冗談をいう
 同級生に合コンにさそわれる
 教授に卒論のアポをとる
 彼女とデートの約束をする
 先輩に就職の相談を持ちかける
 バイト先の喫茶店で客の注文をとる
 後輩にバスケの審判を頼む
略
PRACTICE
 男。女ことは
 先生・友達と話す
 会話の流れ
 スクリプト(各国語版)
練習問題
 解説(各国語版)
 Q&A(各国語版〕
 単語と表現(各国語版)
 スクリプト(各国語版)
墨
まとめ
 図8教材「たけしの日記」の構成
 6.2ストリーミング技術を用いた教材の転送
 ブロードバンドのアクセス実現に伴い、映像や音声などを高速にダウンロードして利用する形態
 が普及しつつある。このため、大容量のデータを受信端末で受信しながら、メディアの再生を行な
 うストリーミング転送の利用が考えられる。本教材に使われているのは、ユニキャストオンデマン
 ド方式で、これは完成されたデータファイルに、聴きたい時にいつでもネットから接続できる。
 6.3教材の評価
 2001年1月から6月にかけて、韓国、米国、タイ、日本の大学の日本語教育の現場で本教材を実
 際に使用した後、教材に対する評価を質問紙により収集した。対象は、日本語を学ぶ中級以上の学
 習者108名と、大学または日本語学校で教える日本語教師38名である。海外での調査実施国として、
 韓国、米国、タイを選んだ。その理由としては、韓国はインターネットが普及し、かつ日本語学習
 者数が多いこと、米国は、Web上における言語教育が進んでいるからである。タイは、これらの
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一 諸国と比較してインターネット環境はいまだ不十分であるが、日本語教育が盛んであり、今後発展
 が期待できる国であると判断した。これら3力国に加え、インターネット環境や話しことばに接す
 る機会の差が調査結果に与える影響を比較検討するために日本でも同様の調査を行った。
 質問紙の内容は、学習者向けと教師向けとでやや異なる形式をとった。学習者と教師の両者に質
 問した内容は、rインターネット利別犬況」、r本教材を使用した時のネット環境」、r本教材全体の
 インターフェイスの満足度や必要性」についてである。学習者には、これ以外にも本教材の中心と
 なっているr普通体」の会話や、教材で取り上げたr男・女ことば」r先生・友達と話す」r会話の
 流れ」についての感想等も求めた。質間紙の形式としては、学生には本教材についての意見や感想
 を5段階評価で求め、教師には自由記述の部分を多くとった。
 6.3.1教材内容に関する評価
 (1)学習者からの評価
 インターフェイスについての(1)ビデオの画質、(2)ビデオの大きさ、(3)ビデオ音質、(4)教材使用の
 容易さ、(5)文字の大きさ、(6)各国語支援の6つの観点からの評価結果は、海外、日本とも傾向は類
 似しており、概ね好評であった。しかし、不満に感じられている点は、(2)に関してrビデオのサイ
 ズが小さい」と、(3)の「ビデオの音質がよくない」r音量がやや小さい」であった。
 教材の必要性については、rビデオクリップ」は海外、日本を問わず高く評価されている。海外
 の学習者は、日本の学習者に比べて、日本語によるサポート(rスクリプト」とr単語表」)の必要
 性を強く感じている人の割合が高かった。「生の日本語」を聞く機会が限られている海外では、自
 分の耳で聞いたものを何度も繰り返し納得がいくまで聞くではなく、目でrスクリプト」を確認で
 きることが、学習者に安心感を与えるのではなかろうか。
 教材内容については、ビデオクリップの中でたけしが使っているような若者の話しことばをrも
 っと学びたい」と考えている学習者の割合は、各国とも60%を超え、特に韓国では80%以上である
 という結果が得られた。既存の教科書では取り上げられることが少ないr現代の若者が使う話しこ
 とば」に焦点をあてた本教材の狙いが高く評価されたと言えよう。
 (2)教師からの評価
 本教材の特色である「話しことば」に対する評価は二つにわかれた。日本、海外で教える教師は、
 話しことばを学べる教材であることを高く評価する一方で、rT寧でない」r正しい日本語ではない」
 という理由から学習者にその話しことばを教えることを疑問視する声があった。これは、本教材の
 作成意図が調査実施時にきちんと知らされていなかったため起こってしまったと考えられる。また
 ビデオクリップには様々な場面が扱われていることから、相手や場面によってことばを遣い分ける
 待遇表現が学べてよいという意見、日本や日本人の生活、文化が垣間見られてよいという意見も多
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で かった。これは我々の制作意図と合致している。一方で、海外の教師からは日本の生活・文化的背
 景の説明が少なすぎるという意見もあった。また、対象学習者のレベルやニーズに対してのさらな
 る配慮が欲しいという意見もあった。本教材が、映像と音声が同時に得られるビデオクリップであ
 ることやインターネットを利用しているという新しい試みに関しては肯定的な意見が多かったが、
 学生からの評価と同様に、rビデオクリップ」の大きさと音質に関しては不満の声もあった。また
 現段階では、ホームページが快適に見られる環境やosが限られてしまっていること(Windows
 のみ)が問題点として挙げられていた。教材構成に関しては、「各国語のサポート」の評価が高か
 った。
 (3)学習者・教師からの要望
 学習者・教師からの要望は非常に多彩であった。教材の内容について共通している要望はrビデ
 オクリップの数を増やし、話し言葉の学習だけでなく、色々な文化背景・習慣の説明、文化の比較
 が必要」、r現在放送されているドラマや映画のスクリプトを採用して、スクリプトを添付してもら
 いたい」また、漢字が読めない学習者からはr漢字のルビをつけてほしい」との要望があった。学
 習者からの要望ではrもっと詳しい男女言葉・若者言葉を教えてもらいたい」との意見があった。
 一方、先生からの要望としてはr話し言葉と待遇表現・ビジネス会話などの比較がほしい」との意
 見が多かった。
 教材の形式について学習者側と教師側が共通していた要望はr色々な環境の学習者が利用できる
 よう対応OSアプリケーションを増やしてほしい」「ビデオクリップの画質、大きさ、音量を改善
 する必要がある」、「レベル設定によってスピード調整が可能な教材がほしい」という意見であった。
 これ以外には、学習者側からは見やすいウェブデザインの改良とメニューなどに使われている英語
 の各国語訳がほしいとの要望があった。教師からは話し言葉と書き言葉の比較、ロールプレイが可
 能な教材が必要との要望があった。
 6.5まとめ
 マルチメディア・ウェブ教材rたけしの日記」に対する学習者、日本語教師の評価は概ね好評で
 あり、今後の本プロジェクトの継続に期待を寄せるものが大多数であった。今後はウェブページ上
 でマルチメディア教材を提供すること、タイムリーな日本事情や日本語を取り一ヒげつつ、学習者や
 教師などユーザーの要望を取り入れながら本教材を発展させていくことを目指したいと考えてい
 る。
 7おわりに
 本論文ではマルチメディアに関する基礎研究とその成果を応用したコンピュータ支援による外国
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 語学習(ICALL)教材の研究について、これまでの先行研究を検討し、本研究の継続性と新規性を
 論じた。さらに、テキストベースの外国語学習とマルチメディア的な学習との間に学習効果の違い
 があるのかどうかに関する基礎的研究として、外国語学習における映像の効果を調べる実験を行い、
 外国語学習での映像利用は単語の記憶、要点想起に効果があることを検証した。その上で、外国語
 教育を考える上で、既存のコロケーションの意味を拡張した広義のマルチメディアコロケーション
 概念導入の必要性について述べた。そして、外国語学習での映像の学習効果の有用性に基づいて、
 マルチメディアコロケーション検索システムを構築した。本システムを利用することで、映像情報
 からコロケーション情報の検索が可能となり、文字情報としての狭義のコロケーションと音声・映
 像を組み合わせた形の広意のマルチメディアコロケーション情報の外国語学習での活用が可能とな
 り、これをCALL教材等のアプリケーションと連動させて学習システムに組み込むことによって、
 学習内容の理解と記憶などにおいての高い効果が見込まれる。このようなアプリケーションの例と
 してウェブ上で作動する学習支援システムとCALL教材を開発している。マルチメディアコロケー
 ション検索システムと日本語音声学習支援システム、およびマルチメディアウェブ教材との連携を
 図ることによって、ユーザにとっての未知の単語、表現、コロケーションの検索を行い、その結果
 を音声・映像と共に確認し、理解できるようにしている。このようにインターネットの高速な情報
 通信網を利用できる環境が整い始めた今日の状況の中で、マルチメディアコロケーション検索シス
 テムを基盤システムとして、教材や学習支援システムに連動させることによって柔軟な外国語教育
 が可能になっている。
 論文審査結果の要旨
 本研究の目的は、外国語学習においてマルチメディア環境での学習がもたらす効果を確かめ、学
 習効果のあるマルチメディアの特性を生かした学習支援環境を考案することにある。具体的には、
 マルチメディア・言語情報データベースからコロケーション情報を検索する外国語学習用の基盤シ
 ステムをまず構築することである。さらに、この基盤システムと連携して動作するアプリケーショ
 ンとして日本語音声学習システムおよびマルチメディア・ウェブ教材の開発を行っている。これら
 のアプリケーションは、マルチメディア・コロケーション検索システムとの連携によってマルチメ
 ディア環境を生かした外国語学習ウェブ環境を構成している。このようなデータベース検索システ
 ムを教室での言語学習で併用することにより外国語運用能力の容易な獲得が期待される。
 研究の進め方であるが、マルチメディアに関する基礎研究とその成果を応用したコンピュータ支
 援による外国語学習(CALL)教材について、これまでの先行研究を検討し、本研究の継続性と新
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 規性を論じている。さらに、テキストベースの外国語学習とマルチメディア的な学習との間に学習
 効果の違いがあるのかどうかに関する教育心理実験研究として、外国語学習における映像の効果を
 調べる実験を行い、外国語学習での映像利用は単語の記憶、要点想起に効果があることを検証して
 いる。これを基に、外国語教育を考える上で、既存のコロケーションの意味を拡張した広義のマル
 チメディアコロケーション概念導入の必要性について論じた。そして、外国語学習での映像の学習
 効果の有用性に基づいて、マルチメディアコロケーション検索システムを構築した。これによって、
 映像情報からコロケーション情報の検索が可能となり、文字情報としての狭義のコロケーションと
 音声・映像を組み合わせた形の広意のマルチメディア・コロケーション情報の外国語学習での活用
 が可能となり、これをCALL教材等のアプリケーションと連動させて学習システムに組み込むこ
 とによって、学習内容の理解と記憶などにおいての高い学習効果が見込まれる。さらに、このシス
 テムと連携する学習者アプリケーションとしてウェブ上で作動する学習支援システムとCALL教
 材を開発している。これによって、学習老が未知の単語、表現、コロケーションの検索を行い、そ
 の結果を音声・映像と共に確認し、理解できるようにしている。このように本研究は、インターネ
 ットの高速な情報通信網を利用できる環境が整い始めた今日の状況の中で、マルチメディア・コロ
 ケーション検索システムを基盤システムとして、教材や学習支援システムに連動させることによっ
 て柔軟な外国語教育環境が実現可能であることを示している。
 本研究は、マルチメディア・コロケーション検索システムを基盤として、ウェブ上に柔軟な外国
 語教育環境が実現可能であることを示したものである。先行研究からの継続性と方法論的な新規性
 を維持しつつ、マルチメディア・コロケーションという新規概念を導入し、かつ学習効果の実証さ
 れた学習支援システムを構築している。これによってマルチメディア外国語教育の基礎的研究およ
 び実践に多大な貢献をなすものと考えられる。
 以上より、本学位論文審査対象者は、自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を
 有することを示している。よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文として台」格と認める。
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